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注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 白紙は下書きとして使用してください。 

３ 受験票と問題用紙・下書き用紙は持ち帰ってください。 
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 課 題  

次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。 

 

 これまでの地域づくりの第三の問題は，ハード頼みの姿勢である。これこそ実は最も本質的

な問題である。 

 男性はとくにハード志向が強い。これは多くの地域社会に共通している。都市圏とつながる

道路が開通すると，人が来てくれるという発想がその典型である。 

 たとえば，山梨県では目下，中部横断道の建設が進んでいる。静岡県清水市の新清水ジャン

クションと長野県小諸市の佐久小諸ジャンクションを結ぶ計画の自動車道である。建設推進の

会議に招かれたことがある。話題の中心は，道路が開通すればお客さんがたくさん来てくれる

というものだった。しかし開通に対応して自らの地域は何かをしようという議論までは発展し

なかった。これでは，やがて沿線は通過地帯になってしまうことが目に見えている。それでも

開通すれば何とかなるという考え方は根強い。 

 和歌山県でも，2015年の国体に向けて高速道路網の整備が進んだ。基幹産業であるミカン畑

を犠牲にして道路が通される姿も見かける。沿道のあるお寿司屋さんで店の主人と話をすると，

高速道路が開通したことは喜びながらも，お客さんが素通りしてしまうと嘆いているのだ。あ

るいは南紀白浜では，Ａそれまでは宿泊客としてとどまった観光客が，日帰り客に変わり，高

速道路の開通に伴う新たな問題を抱え込んでしまっている。 

 都市圏につながる道路が開通すること自体が悪いというのではない。それによって利便性が

高まり，人の移動も増えること自体は地域再生にとっては味方となる。しかし，道路が開通す

ればなんとかなるという発想では，地域再生は起動しないのが現実である。 

 瀬戸内海の近海離島では，島と本土の間に橋が架かることが念願となっていた。ある離島で

80代の議員が「冥途の土産に橋がほしい」と語ったその姿を昨日のように思い出す。 

 だが離島に橋が架かるとその効果は，長くは続かない。観光客は物珍しさに大挙して押し寄

せる。しかし１年半もすると，閑古鳥が鳴く。残ったのは，若者の流出と防犯上の理由から家

の玄関にカギをかけなければならなくなることだ。車の交通事故の心配も増えた。唯一最大の

成果は，急病のときに，救急車で本土側の大きな病院に行くことができるようになったことだ。 

 道路をつくる。橋を架ける。工場を誘致する。大型商業施設を誘致する。それ自体は悪いこ

とではないが，こうした他力本願型の地域づくりには限界がある。 

 Ｂ都市圏につながる道路が開通しても，通過地域になってしまう。本土との間に橋が架かっ

ても，観光客が押し寄せるのは一過性の効果に過ぎない。工場を誘致しても大型施設を誘致し

ても，資本の論理でいついなくなるかわからない。 

 なぜこうなってしまうのか。その理由は，地域が自らの努力で人を呼び込む，あるいは商品

サービスを提供するための「新しい価値」を創造していないからだ。そしてその創造には，日々
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たゆまぬ努力が求められる。 

 辺鄙
へ ん ぴ

な山奥であっても，魅力のあるものやコトがあれば人はやってくる。山梨県北杜
ほ く と

市
し

長坂

町に，あるお蕎麦
そ ば

屋さんがある。長坂インターから車で10分くらいの距離にあるが，全くの山

奥と言っていいところだ。ぽつんと一軒，周囲にお店と言えるのはそこだけだ。筆者も何度か

足を運んだことがあるが，そのたびに多くのお客さんが来ていた。 

 このような例は数多く見かける。それは時代のニーズやウォンツに対応した新しい価値を生

み出しているからだろう。地域の衰退要因は，ハード頼みで新しい価値を創造していないこと

にもある。それをしっかりと踏まえることが大切なのだ。 

 

（山浦晴男『地域再生入門―寄りあいワークショップの力』2015年，筑摩書房，pp.28～31） 

 

 

 

 

問１ 下線部Ａのようになってしまった原因はどこにあったと思うか。筆者の主張を踏まえな

がら，あなたの考えを述べなさい。 

 

 

問２ あなたが住む市町村で下線部Ｂのような状況が予想される計画があるとします。あなた

が市町村の地域づくり課の担当者だとしたら，「新しい価値」を創造するために，どのよう

な取り組みを行いますか。あなたの考えを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 －第二部 商経４－４－ 

 


